
. 米山月間はなぜ  月？
国際ロータリー理事会が指定したロータリー

の特別月間に加え、日本独自の月間テーマとし

て、10 月は米山月間となっています。なぜ、10

月なのでしょうか？ 

1975 年 8 月、米山梅吉翁が逝去した 4 月 28

日までの 1 週間を「米山週間」とすることが決

定しました。ある地区ですでに行われていた強

化活動を全国へ広げ、米山奨学事業を促進する

ことが目的でした。しかし 1980 年度になると、

米山週間は4月から10月 1日～7日へと変更さ

れました。その理由はいくつかあります。一つ

には「ロータリー雑誌週間」が 1978 年度から 4

月となり、重なってしまったこと。また、4 月で

は各クラブへ送付される事業報告書などの資料

数字が約 1 年前のものとなることや、採用され

たばかりの奨学生に卓話を依頼することに無理

がある、ストが多い、などの現実的な支障があ

ったためです。そして何よりも、東京ＲＣによ

る米山基金から日本全地区クラブの共同事業と

する決議や合意が行われた地区大会が、いずれ

も 10 月だったこと、これが大きな理由とされて

います。 

1983 年からは週間制度が「月間」となり、10

月が米山月間として定着し、今に至っています。 

. 米山月間の工夫
10月の米山月間には、ガバナーの方針のもと、

各地区米山奨学委員会や各クラブにおいてさま

ざまな方法で推進がされています。事業理解の

促進に最も効果的なプログラムは、なんと言っ

ても米山奨学生の卓話です。しかし、今年は新

型コロナウイルスのため、例会そのものが休会

だったり、感染拡大防止の観点から奨学生のク

ラブへの卓話派遣を見合わせている地区もあり

ます。 

第 2680 地区（兵庫）では今年度、各クラブで

の奨学生卓話を中止するかわりに、奨学生一人

ひとりの自己紹介、日本で学びたいと思った理

由、研究内容や将来の目標などのメッセージ動

画を 1 枚のＤＶＤにまとめ、米山月間に合わせ 

て地区内全クラブ

へ配布することを

決定しました。 

そのほか、当会

が発行する恒例の

『豆辞典』も毎年

少しずつ内容を変えており、説明用パワーポイ

ントを当会ＨＰで公開しています。さらに今年

度の月間資料では、新しく発行した『米山学友

の群像 学友会特集号』も各クラブへ送付してい

ますので、ぜひ併せてご活用ください。 

.   寄付⾦速報 ― 米山月間にご協力を！ ―
9 月までの寄付金は前年同期と比べて 5.7％

減（普通寄付金:5.2％減、特別寄付金:6.2％

減）、約 2,200 万円の減少となりました。 

7～9 月の累計額を過去 10 年間の実績と比較

すると、東日本大震災後にあたる 2011～13 年

度の 3 年間を除き、今年度の寄付額は下回って

います。新型コロナウイルスによる景気低迷が

どのくらいの期間影響するか見えない部分が大

きいですが、10 月の米山月間にはぜひ、当米

山記念奨学事業へのご理解とご支援をお願いい

たします。戦後、日本のロータリアンが「国際

親善と世界平和に寄与したい」との思いでつく

り育てた奨学事業は、今、皆さんの手の中にあ

ります。
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. ミャンマーの子どもたちに手洗い習慣を
ミャンマーでは 9 月以降、国内の新型コロナ

ウイルス感染者が急増しています。同国政府は

ヤンゴン管区全域のセミロックダウン、流行地

域からの移動制限など、感染拡大に歯止めをか

けるべく対策を強化しています。 

今年度、新型コロナウイルスへの対策プロジ

ェクトを立ち上げているミャンマー米山学友会

では、子どもたちに手洗い習慣を身に付けてほ

しいと、今年 7 月から 8 月にかけて僧院学校 6

校（ヤンゴ

ンおよびマ

ンダレー地

区で各3校）

に手洗い場

計45台を設

置。僧院学

校とは、地元民のお布

施によって運営され、

孤児や貧困層の子ど

もたちが多く学ぶ学

校です。僧侶や校長か

らは、「コロナの影響

で学校を支えてくれ

る支援者が減ってい

るなか、今必要不可欠

な手洗い場を寄贈し

ていただいた」と、感謝の言葉をいただいたそ

うです。このほか、会員が持ち寄ったお金で、

ヤンゴンとマンダレーの各医療施設へ計 380 万

チャット（約 31 万円）を寄付しました。ケイカ

イン ウィントウラ会長は「学友会の会員や有志

の寄付者からのお金を、本当に必要な場所へ届

けるのが会長のつとめだと思っています」と、

笑顔で語ります。 

.   地区米山委員長対象 Web 相談会を開催
当会では年に 2 回、次年度の地区米山記念奨

学委員長を対象とするセミナーを開催し、事務

手続きや年間スケジュールを確認しながら、ケ

ーススタディと推進のアイデアを共有する場を

設けています。 

今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、9月 25・28・29 日の 3日間にわたって Zoom

を使ったオンラインでの相談会を開催。コロナ

のために日本へ入国できないでいる奨学生への

対応や、地区への特別補助費、8 月から当会で

施行された「個人情報の保護及び管理に関する

規程」、よねやま親善大使やホームカミング制度

などについて事務局から説明したあと、質疑応

答や参加している他地区との情報交換が行われ

ました。 

いずれの地区も、奨学生を含む懇親会・研修

会の開催やその対策、年末年始からスタートす

る次年度奨学生の面接選考の方法などについて、

頭を悩ませている様子が伺えました。当会事務

局では今後 3 日間の質疑応答のまとめを作成し

て配布し、役立てていただく予定です。 
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